
ひ

が

し

き

　

づ

富

山

東

木
津
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
一昌
山
県
高
岡
市
木
津

。
佐
野

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
八
年

（平
１０
）
六
月
―

一
九
九
九
年
四
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
高
岡
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
荒
井
　
隆

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
官
衡
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
―
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

東
木
津
遺
跡
は
、
高
岡
市
中
央
部
、
小
矢
部
川
と
庄
川
に
狭
ま
れ
た
、
標
高

約

一
一
ｔ

一
二
ｍ
の
微
高
地
に
位
置
す
る
。
本
遺
跡
付
近
は
、
往
古
の
庄
川
が

形
成
し
た
扇
状
地
の
末
端
部
に

あ
た
る
。
同
時
期
の
遺
跡
と
し

て
、
本
遺
跡
の
北
北
東
約
九
臨

の
伏
木
に
は
、
御
亭
角
廃
寺

・

越
中
国
庁
推
定
地

・
越
中
国
分

寺
な
ど
か
ら
な
る
越
中
国
府
関

連
遺
跡
が
あ
る
。
ま
た
、
北
西

約
五
筋
に
は
、
「
人
長
」
な
ど

の
墨
書
土
器
が
出
土
し
、
川
人

駅
と
想
定
さ
れ
て
い
る
麻
生
谷
遺
跡
が
あ
る
。

東
木
津
遺
跡
は
、
分
布
調
査
の
結
果
、
南
北
二
五
〇
ｍ
東
西
六
Ｏ
Ｏ
ｍ
の
範

囲
に
わ
た
る
。
今
回
の
発
掘
調
査
は
、
都
市
計
画
道
路
下
伏
間
江
福
田
線
建
設

に
伴
う
も
の
で
、
南
東
か
ら
北
西
方
向
に
幅
約

一
五
ｍ
長
さ
約
二
三
〇
ｍ
の
範

囲
を
調
査
し
た
。
確
認
し
た
遺
構
は
、
掘
立
柱
建
物

・
溝

・
土
坑

・
自
然
流
路

で
あ
る
。
木
簡
は
調
査
区
東
端
の
包
含
層
、
お
よ
び
自
然
流
路
Ｓ
Ｄ
二
〇
五
と

そ
の
直
上
の
包
含
層
か
ら
出
上
し
た
。

調
査
区
東
端
は
、
自
然
地
形
の
落
ち
込
み
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
で
確
認
し

た
部
分
は
、
幅
約
四
〇

・
Ｏ
ｍ
深
さ
約
五

・
五
ｍ
で
あ
る
。
こ
の
落
ち
込
み
は

東
木
津
遺
跡
の
東
端
に
も
あ
た
る
。
出
土
遺
物
は
、
古
墳
時
代
前
期
及
び
八
１

九
世
紀
の
遺
物
を
中
心
と
し
て
い
る
。
こ
の
落
ち
込
み
の
下
部
に
は
、
古
墳
時

代
前
期
の
溝
が
掘
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
溝
は
、
古
墳
の
周
溝
と
な
る
可
能
性
が

あ
る
。
こ
の
落
ち
込
み
の
表
土
に
近
い
包
含
層
で
、
本
簡
を

一
点
確
認
し
た
。

ま
た
、
「悔
過
」
「平
」
と
記
し
た
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
二
〇
五
は
南
東
か
ら
北
東
に
流
れ
、
幅
三

。
人
―
八

・
五
ｍ
、
深
さ
入

○
伽
を
測
る
。
木
材
に
よ
っ
て
両
岸
に
護
岸
工
事
を
施
し
、
東
岸
に
は
張
出
部

を
造
り
出
し
て
い
る
。
張
出
部
は
、
長
さ
四

・
六
ｍ
幅
二

・
五
ｍ
を
測
る
。
溝

の
両
側
で
は
、
溝
と
ほ
ぼ
直
交
す
る
よ
う
に
、　
一
〇
棟
の
掘
立
柱
建
物
が
検
出

さ
れ
た
。

Ｓ
Ｄ
二
〇
五
の
出
土
遺
物
は
、
人
―
九
世
紀
の
も
の
の
み
で
あ
る
。
木
簡
は

人
点
出
上
し
て
い
る
。
共
伴
遺
物
と
し
て
、
銅
銭

（神
功
開
宝
）

一
点
、
斎

(石動・富山)



1998年出上の木簡

串

。
人
形

・
琴
形

・
曲
物

・
挽
物

・
箸
な
ど
の
木
製
品
、
墨
書
土
器
な
ど
が
あ

る
。
墨
書
土
器
は
、
「悔
過
」
「宅
」
「明
家
」
「静
」
「石
見
」
「竹
原
」
「節
」

「主
」
「
人
」
「南
」
「林
」
「
田
中
」
「寺
万
呂
」
「達
万
呂
」
「家
万
呂
」
「成

士圧

「比
与
」
「汁
」
「井
」
な
ど
が
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

調
査
区
東
端
の
包
含
層

ω
　
。
「□
□
神
宮
□
涅
槃
浄
土
□
米
入
使
　
」

・
「
□
　
九
月
五
日
十
三
枚
入
〔剛
鷲
肝
□
」

Ｓ
Ｄ
二
〇
五
直
上
包
含
層

②

　

「
は
□
□
□
□
く
や
□
の
は
□
」

Ｓ
Ｄ
二
〇
五

働
　
。
　

　

□

回
□
□

。
　

　

□

ω
　
。
「
十
万
呂
口
日

日
□
□
□

【周
ヵ
〕

。
「□
□
□
□
□
□
　
　
風
□

⑩

　

「
＜
白
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐｏ受
牌受
ω
ｏ鵠

い
は

「神
宮
」
が
ど
こ
を
指
す
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
「涅
槃
浄
土
」
を
祈

願
す
る
た
め
に
、
そ
の
神
官
へ
米
を
納
め
る
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

「米
」
の
上
の
字
は

「搭
」
（紙
の
異
体
字
）
か

「藉
」
で
あ
ろ
う
。
御
師
の
活

動
を
示
す
も
の
と
し
て
も
興
味
深
い
。
そ
し
て
御
師
の
存
在
か
ら
す
る
と
、
神

宮
は
伊
勢
神
宮
で
あ
ろ
う
。
こ
の
木
簡
の
出
土
は
表
土
に
近
い
た
め
、
伴
出
遺

物
か
ら
時
期
を
推
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
中
世
に
下
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

②
は
、
短
冊
形
の
木
簡
で
あ
る
。
か
な
文
字
で
記
し
て
い
る
が
、
内
容
は
不

明
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
二
〇
工
直
上
の
包
含
層
か
ら
出
土
し
た
。

①
は
両
端
が
折
れ
て
い
る
た
め
、
木
簡
の
原
形
は
不
明
で
あ
る
。
墨
痕
が
薄

く
、
文
字
の
判
別
は
で
き
な
い
。
い
は
下
部
と
右
側
面
が
割
れ
て
い
る
。
裏
側

は
、
文
字
の
半
分
が
割
れ
て
い
る
た
め
、
文
字
の
判
読
は
で
き
な
い
。
①
は
、

］
い
ｏ
×

∞
ヽ
×

岸
∽
　

ｏ
岸
ド

Ｐ
釦
卜
×
Ｎ
Ｐ
×
釦

Φ
ヽ
×
］
卜
×
『
　
ｏ
∞
出

含

⇔
∞
）
×

（
］
ｏ
）
×
∞
　
ｏ
∞
畔

。
「同

国

・
「日

□

□
薦
」

「
＜
十

一
月
日
日
日
回
」

〔
方
ヵ
〕

「
＜
方
□
」
〔
石

一
斗
ヵ
〕

「
＜
□
□

一
回
□
□
」

（
Φ
岸
）
×

μ
『
×

伽
　

ｏ
伽
岸

ぐ

ｅ

×

馬

×

い
　

ｏ
超

Ｐ
］
］
×

伴
］
×

ｏ
　

ｏ
∞
∞

〕
］
］
×

］
ｏ
×

『
　

ｏ
∞
］

Ｐ
Φ
］
×

い
∞
×

６
　

ｏ
∞
∞



木
簡
表
面
を
削
っ
て
お
り
、
墨
痕
が
残
っ
て
い
る
だ
け
で
、
文
字
は
判
読
で
き

な
い
。
０
は
下
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
木
簡
の
下
部
で
あ
る
。
「薦
」
の
上
の
文

字
は
、
未
偏
の
文
字
で
あ
る
が
、
文
字
の
右
半
分
が
割
れ
て
失
わ
れ
て
い
る
。

⑭
ｌ
⑩
は
、
左
右
に
切
込
み
を
入
れ
、
下
端
部
を
尖
ら
せ
た
付
札
状
の
木
簡
で

あ
る
。
０
は

「十
月
」
と
書
い
た
後

「
一
」
を
書
き
加
え
た
可
能
性
が
あ
る
。

下
半
部
は
、
墨
痕
が
薄
い
。
①
は
下
端
部
を
切
り
折
っ
て
い
る
。
①
も
墨
痕
が

薄
い
。

本
遺
跡
で
は
、
文
字
の
書
か
れ
て
い
な
い
木
簡
状
木
製
品
が
多
量
に
出
土
し

て
い
る
。
ま
た
木
簡
も
、
墨
痕
が
薄
く
判
読
が
困
難
な
も
の
が
多
い
が
、
こ
れ

は
表
面
を
削

っ
て
廃
棄
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
遺
跡
は
多
量

に
木
簡
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
性
格
の
場
所
で
あ

っ
た
と
推
測
で
き
る
。

な
お
木
簡
の
釈
読
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
舘
野
和
己
氏
、
山
下
信

一
郎
氏
に
よ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（荒
井
　
隆

・
岡
田
一
広
）

①原寸 (赤外線テレビ)




